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まちづくり活動を

横糸でつなぎま
「縦割りではなく横の連携を!」という声をよく聞きます。

縦割り二行政をイメージしますが、私たち市民活動はどうで

しょう。横糸で紡がれているでしょうか?福祉・環境・子

育て・人権等、多様な活動がうまく連携すればもっと活動が

広がるのに、と思うことが

よくあります。

連携を阻むものの-つに

「こだわり」があると思いま

す。市民活動はこだわりか

ら発し、こだわることで活

動も充実していきますが、

こだわりとは否定という-

面も持つ両刃の剣。目指し

ていることは同じなのに、少しの違いをの

み込めず連携ができないことって経験あり

ませんか。 「こだわi力 と上手につき合う

ことが横糸の鍵です。

まちフアンが助成金獲得と個々の活動の

強化だけではなく、公開審査会、中間発表

会、最終発表会が交流と学びの場となIつ、

更に連携にまで発展していく横糸の役割を

果たせたら素晴らしいと思いませんか?
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公益信託「高知高まちづくりファンド

中間発表会」を開催しました。

-テーマは交流・-

中間発表会の流れ

プレゼンデーおヨプ

各事業の遣うょく状況とともに、工夫している点、

困っている点などを3分間で発表。

参加吉全具に、各事業についての質問・良い点・提案・

その他の意見などを自由に付せんに書いてもらう。

付せん貼りタイム
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混入済みの付せんを、団体ごとに貼ってもらう。

さ具交流

運営委員が団体ごとに貼られた付せんの内容を紹介

し、参加者との意見交流を実施。
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昨年8月2日の公開審査会で助成が決定した14事業が開始されて5ヶ月

ほどが経過した1月24日に、公益信託「高知高まちづくりファンド中間発

表会」が開催されました。今回の発表会Iま、団体間の交流を中I封こ、和気

あいあいとした雰囲気の中で進行しました。

重責のコメント

案重要賀長:卯月 睦夫(事績田大字農機)

中軸発表の目的は、活動の中から出てきた良い点や調露点を披教していたださ他のグ

ループと調練交換や交流をすることです。たくさん意見を出していただいたほうが、次

のステップにつながると思いますので、ぜひご協力をお願いします。

類書震置:海老塚和秀(五亀山竹録専任職)

委員をしてうれしいのは、まさに人の鯛が見えるようになったことです。「このまきには

あの人がいる。あそこにはあの人が漬張っている」と、ま与に活着する人の蘭が見えてき

た。ファンドをご録に、今後そうした人と人とのつながりが縮ばれていったらいいなと

思います。

〇着要置:木村重来(元最知巾巾民生渚郵長〉

昨年3月まで行政職に身を置き、ファンドの制度を若いスタッフと-生懸命

つくったという経過があります。公開審査会では皆さまの企画をご紹介いた

だき、その後、どういう取り組みをされているのか非常に楽しみです。

重言要賃:玖波井加代子(元よさこい喜調偉ひと-〕ひとやくボランティアコーディネーター)

「わくわく感」のあるまちつくI)を応援したい。困ったり、工夫したり、助け合

ったり、感謝したl)…人と人がつながって「わくわく」輝くまちつくiつ。今日

は私もわくわくしなから、みなさんの中間発表を動きたいと思います。

案重要置:半田雅典(軍畑農ボランティア・NPOセンター)

助成団体の皆さまのご活躍を、チラシや新調でも拝見しておiつます。今日の中

間発表では皆さまの成果やプロセスを動けるので楽しみです。また、高知県ボ

ランティア"N P Oセンターとして何かできることがあるか、考えてみたいと

思います。

重言要置:田岡真由美(鋤椙霊)

今回iま、皆さんが実行されているいろいろな活動の中間発表ということで、と

ても楽しみにしております。皆さん賃重な時間を割いて来てくださったので、

ぜひ今後の活動のヒントを掴んで掃っていただきたいと思います。

提言義教‥増田和則(喜畑中・青嶋学披徽輸)

半年経って、それぞれ苦労された部分があると思いますが、活動している方

が気持ちの上でどれだけ楽しくやっているのか、見える楽しさではなく心

の部分を動かせていただきたいと思います。

嘉重要賃:堀洋子((勧賞畑教義義士会)

日頃は建築の分野でまちの八-ドを作る仕事をしています。人のなI)わいが

あって、まうづくりがあると思います。今日はまうづくりの活動をされてい

る皆さんが、和気あいあいと中間発表していただければうれしいです。

幅国書割湘間的腰間。

公董僧職「最知高まちづくりフアン「」と1ま・・・

2003年4月に施行された「市民と行政のパートナーシップのまちづくり条例」に基づき、公益的なまちづくり活動を行う市民団体への助成を目的

に、高知市が四国銀行に3千万円を出拍(しゅつえん)し創股。審査を公開にすることで、透明性の確保を図るとともに、市民団体同士の交流を

目的としています。この制度で多くの人にまちつく引こ関心をもってもらい、まうづくりに参加するきっかけとなるような運営を目指しています。
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まちづくりへの参加の第一歩を離み出そうとしている市民団体、ある同義

活動を始めているが、まだ定義していない市民団体の活動を支援します。

助成金額

書董方法

定額5万円(活動事篤農が5万円末葉の場合Iふ全額助成)

書類書竃で助成先を決定します。

助成が決定した団体は、公開審査会で活動内容の絹介をし

ていただきます。

市民団体が継概して行うまうづくi)活動を支援します。

助成金額

暮董方法
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活動事業費の3 /4以内で、上限30万円。

公開書董会iこおいて、応興団体は活動の内容iこついて発表

をしていただき、公開番童で助成先を決定します。



プレゼンテーション

纂1回大高坂松王丸祭 一高知両開発の祖-

「纂1回大高坂松王丸祭」実行委員会

昨年、第1回大高坂松王丸祭を実施した。-弦琴、

ハンドベル、歌、お琴の演奏と、もちつきがあった。
祐岩

皆さんにおもちと鉛筆をお土産に配った。また、

後…み.大高坂の資料、写具、本、脚の高知市の地図な

寒.一_ "とを展示した。今年も策2回目を、去年よ-つもっ

塾二一と盛大iこ行いたいと思っているo

→れ農も‾“言

軍籍聖二ついて、どのような工夫を考えて

Å謙語諾盤謹書誤謹諾
ていきたい。社会科の教科書や年表、郷土のと

ころにも載っているので、顕彰もしたい。

以前新易で聯んき。

第2回からどう震開してい<か・・楽しみ。

大高坂船王丸の照影のみでなく、中位以降の郷土の

歴史についても活動を広げるなど、次のステップを

期待。

閉じこもるないで、みんなで“和になって探そ!!作ろう!! “手作。の作品展"
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この作品展を思いついたのは、障害者がどうし

ても閉じこもIつがちになるから。子どもからお

年寄りまで、障害のある人、リハビリで-生懸命

頑張っている人の趣味を-堂に集めた展示会を

することにより、仲間づくりをし、趣味を見つけ

ていただきたい。そこで友達の輪をつくり、元気

な前野をつくっていきたい。

住み良い地域づくりをめざして

木の丸の里愛好会

町内にある親水公園の池をきれいにして、 1つ

の池にはもち米を植えた。古代式餅つき農法で

つくったもち米は、おいしい炊き込みご飯にな

った。来年は、家庭の餅つき器でつけるくらいの

収穫をしたいと話している。もう1つの池にiま、

スイレンや古代ハスを植え、フナを放している。

ネット張りなどの作業をしなから、これから楽

しんでいきたいと思う。

旭街のまちづくり(はじめの一歩網)

あさひのわ

アンケートiま、 1月にある程度作成した。配布、

回収単位として、小学校区域を考えており、最小

の単位が班単位。 「本官IIIの水辺と蛍の会」岡田

さんの紹介で、町内会に協力いただき、配布でき

るようになった。町内会長から班長経由で、各班

で5枚。全数調査にはならないが、調査対象の約

47%が把握できる。

喜田龍驚会」 _館を考える地域活動栄義士の会_

離乳食教室を10月へ12月に連続で3回開催した。

「小さいときから健康な体をつくることがどん

なに大事か」の基礎的なものを分かってもらお

うと、冊子を作Iつ、ベビーフードの展示するなど

工夫した。アンケート結果は、参加者全貝が100

%「満足」だった。参加者はそれぞれ、 14名、 12名、

10名。定員20名だったが、苦労したのは託児。今

は託児が無いと参加してもらえないことが分か

った。
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作品展は何回開催したのか、どれくらい、どうい

う人が集まったのか。

A諜岩盤課詰諾諾諜
障害者は私のみ。障害を持っている他の人にも、

「わたしにもなにかできる」と思う仲間が一人二

人と出てきてはしいので、いろいろなところに

声を掛けている。

黒 .-手づくりのポスターは個性ガあっていい。

既存の団体とのネソトワークを工夫して伸調づくり

Q諾通じて、地域とのつなが-,-こ変化があっ

鼻謹謹言織豊禁
声を掛けたら20人ぐらいはさっと集まって-

緒に作業してくれる。町内以外の人も大変関心

を持ってくれておIつ、皆さんの協力体制が、つと

いの上でできた。

V

音活動を地域全体の中に生かしているのかすぼらしい。

…写真等あれIま、記録として鶏して欲しい。

活動に広ガリか見えている。

Q詳言工業課器-デフ大学などに

A欝器器筆墨諾謀議
ケートを2放、短い時間で書きやすく、集計し

やすい形にした。大学の先生にIな来年調査結

果を基にボランティアを立ち上げるためのアド

バイスをいただくのに会う予定をしている。

芸 子種標的に学なする姿助珊らしい。

・プレせンデーシヨンの質料が蘭ゐやすい。

アンケートをどう活かすかを考えながら遊めて。

Q諾誓諾霊震言霊誤諾
えてほしい。

A謹誓認諾器嵩塁
お願いして、載せられるところには載せていた
だいた。
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細当初の企墓晴より多くの取り組みをしている。

細アンケートをとっているところかとてもよい。

満足度100,(もさらにスゴイ=

回せっかくの活動。続ける方法を考えて。
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公田を拠点とした地域福祉活動の活性化を目指して

[平田団地公園愛護会]

」」 5月開催予定のイベン十を残し、三㌢撃.早生.聖二
予定外の事業として、周辺地域の園外保育の場として公園を提

供し、親Iまく、交流に一役買うなど地域福祉の輪が着実に広が

りをみせている。今回の特徴Iま、椎進母体である当愛護会組織

の全面的な刷新、改善。会費制、会員制度を導入し、目標の5倍

の資金と会員数が獲得できた。東京の民間会社の福祉事業団に

ふ五言毒手詫言高二iあ議も成事業Iこもチャレンジ。東京ド

-ムシティーおもちゃ王国の視察もした。残念なことIまイベ

ント開催時における事務所の開設予定が未執行に終ったこと。

炭焼き惰報ネット箆

[高相炭焼塾]

甲
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∴ 10月20日に無事、約6帖の大人の秘密墓地が完成し、「かぐや

I∴.、姫のお宿」と命名。12月21日には盛大な落成ができた。いろI)

’∴ も構えてあIらしし鍋や竹の子という、はやりのスローフード
∴ を来た人iこ食してもらい、和やかな催し物ができている。次の

卜年 目的iま、星山保全。頂上にある長宗我部時代の神田高域一帯千

里山保全の動きがあIつ、先だってそこに行く仮遊歩道を造った。

〇〇
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撞田園

炭焼き小屋でiな木炭を5回、竹炭を2回作った。今、3回目の竹

炭を入れている。出来た竹炭Iまいろ引こ使わせてもらっている。

橋本知事と平井雷太良の鯛インタビュー「大川手酷で別つづけることで子ともたちは多くのことを学ぶ」

[はっぴ-ねっと]

‾弼理嵩豊富謹書誓器誌謹
言二二汽葉書纂墓ざ・問い、意見を集めて知事に届け、通信という形で出したこと、

一二二“∵∴ご業 駐車場が遠いので章で送迎したこと。平井氏が考案したイン

.きクービューゲームのルールを、持ち帰って活用してもらえる

と・ようにした。良かった点は、土佐の教育改革の柱を詳しく知事

の言葉で聞くことができたこと、障害児の今後について不安

「∴・∴㍍で:・二・三- を抱えている母親の質問をみんなに知ってもらえたことo今

霊幸三後の純Iま、聴講者集めとビデオのダビング料金の工面。婁

ホタルが飛ぶ蛍橋をめざして!

[本宮川の水辺と蛍の会]

題詩嵩盤器器霊
園㌔ ごみステーションとサティ内に披露。年6回ほど掲示の中身

渇綜籍 を変えながら、住民と-緒Iこ、何とかホタルが飛ぶ蛍橋を復活

させたいと思っている。掲示板を見た俳句グループからの申

し出で、 2首ずつ俳句を掲示板に紹介し、地域の文化運動も椎

進している。掲示板の材料も、高知の品物で地元の大工さんに

頼んで作っている。こういう形を通じて、地域の環境を良くし

ていこうと活動している。

由来年度の見通しIま?

田自治会の資金提供の有無、まちづくIつファン
ドの助成対象となるか、それにより資金を募

る方法を考えなけれIまいけない。公団は子と

ものもの。大人の都合に左右されてはいけな

いと思うので、どのようなことがあっても引

き統きゃっていこうというのか基本方針。

新しい町内会(有志型)のモデルとして婦徳。

まうづくりの被としての公き利用をもつとすすめて。

真剣に取り組んでいるのか印象的。

国葬豊罷三霧蒸器認諾

田器詩誌器謹話霊
今後、全国的な働きかけをして、いろいろな

形で、竹を生かした、あるいは豊山づくりを

目指した団体との交流を図っていきたい。

大人の夢が、形や活動につながっている。

皆ガ楽しみながら活動を進めているのガ何より。

豊山保全という大きな目的巳向かってガんぼって。

田仲固ま増えたか。

田藷詣嵩諸霊嘉害
加わった。グループとしてこれからもっと広

がれiまと思っている。
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褒章での送迎など、工夫をしきのかよい。

暮もつと参抑書方多いと良かつ年。

漢ビデオの活かし方を考えて。

日誌誓言器器橘言霊認諾
らの調練も取lつ上げたコミュニケーションを図

出講諾三書誌諸行霊器
に返ってきて、われわれに返ってくるといった双

方向性を確保している。内容的iこぼあくまでも環境。

ホタルが飛ぶ蛍機が地域の環境目標で、地域住民

の議のつながi)がメインです。
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"今後の掲示板利用方法に期待。

■地域住民や企葉と連携できているのガいい。

喜ゴミステーションで珊境掲示板とはいい組み合わせ。



ぶらっとこうち(公共掲示板)あなたの書き込み応接します!

[特定非営利活動法人 ハート・リンク・コミュニティ]

高齢者の介護予防

県民が情報発信ツールを使うことにより、いろいろな情報を

交換して、それぞれの活動をもっといろいろな意味で大きく

してもらう、広がりを持ってつなげていってもらうことが目的。

第l回「ぶらっとこうち(公共掲示板)」の使い万機習会を行い、

助成金の半分を使用。 10月から毎週金曜日、はりまや構商店街

でも教えている。最近ではブログ(ホームページ等作成シス

テム)を広げる活動をしている。また、いろいろな方面の人と

も活動している。プログの簡単な使い方セミナーの開催を、今

年後半の目的としている。

焼栗予防の為の「いきいき生活とゆうゆう菜園」

[NPO法人 訪問理美容ネットワークゆうゆう]

毛二〇〇〇 地域の老齢者とのネットワークつくI)も含め、家庭菜園を始

ニ めた。最初に、借りた畑で、メンパーの方にうちのシステムや、

蘭書冒 活動内容を分かってもらうため、イモやヤーコンを植えて、

茅
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子ともたちも含めて収穫をし、食べた。問題点は、菜園農地の

確保。なかなか農地を貸してもらえない。また、会員の募集。

高齢者に声を掛けたが、子とも連れの若い夫婦の方が遊びが

てらに来てくれた。P Rして着実にやっていきたい。

設立10周年記念事業「できる時に、できることを、無理せず、楽しく」

[特定非営利活動法人地域サポートの会 さわやか高知]

看臆 一団体の周年行事にしたくないという気持ちで「地域に広げ

一 十 十

㌦、l

よう、支え合いの輪」というテーマを設定し、2月22日、追手前

高等学校の芸術ホールで開催。内容は3部構成で、纂1部は、 10

周年セレモニー。第2部Iま、若草養護学校の「結ぶ会」という保

‡葉鷲豊認諾謀‡諾器
・・三園_二臆
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教師、田辺鶴英さんの実体験を基に作った講談。それから、落

語家の書風手鼻軽くん。高知市内の養護学校の卒業生で、東

京の落語会で活躍を期待されるはなし家。

地域の未利用地教書看馳控鳩尾活用した鞭艦回復、バリアフリー、楯照体験の三位一体教器警備事業

団∴工NPO法人ゆうきリサイクル高知]

YAブックガイド

池地区にあるアドレス高知の2反ぐらいの敷地で、去年の夏

から取り組みを始めている。さら地に土を入れていく作業が、

今年度の大きな目的。やがて畑ができていくだろうと思う。活

動の経過iな去年の9月から月1回の割合で、ミーティングを

行っている。これまでにニュースを1回発行して、三豊地区

2,000せ帯に配布した。 12月には「飛び出せガーデニング」を

開催。ガーデニングの可能性というテーマで、園芸療法士の石

井先生に話をしていただいた。助成金で軽トラックを25万円

で購入した。

「よんと< !?』増補改訂版作成出版

[特定非営利活動法人高知こどもの図書綻]

当初は来夏発行の予定だったが、問い合わせが何件か来たので

急きょ早めた。中学、高校生編のページが好評だったので、さ

らに執筆を依頼したところ、蘭の3倍もの原稿が届いた。16

ぺ-ジ増やし、 1 1月末に無事発行できた。香川,従量の図書館

や学校からも買ってもらい、少しずつ輪が広がった。図書館

でいろいろな人と本の握をすることで、輪が広がり、地域の

コミュニケーションの場となる。そこからまちづくりができ

るのではないかと思う。そのきっかけとして、このIよんとく!?i

は力を発揮できると思う。

5

田受蘭書iまどれくらい集まったか?

田定置が30名のところ、最終的Iこ26、27人iこな
った。受講者2、3人に対して、インストラクタ

ー1人というかなりきめの綱かい指導だった。

何名かは「ぶらつとこうち」への登録もしてく

ださった。

霞講座参加者の年齢・職業・動機を聞きたいo

田禁謹言詔諾詔詫言を書

募集する際のPR活動は?参加者数、高齢

者の人数は?

∴ 65機以上の方が2名いる。会員募集をしたが、

具体的に畑が決まらなかったので案内ができ

なかった。やつと土地を確保でき、案内も出来

るようになったので、-般会員の確保はこれ

から。

高齢書方とうすれば参加しやすくなるかもっと工

夫を。

募集方法、活動内害を閑職にするとよりおもしろく

なるのでは。

; †準備で苦労しているところは?

認諾黙竺塁ご誤諾言霊
を埋めるとなると大変。たくさんの助成金を

いただきながらけしからん、と怒られるかも

分かIつませんが、資金が不足している。

ニーズきくみとって新しい動きへつなげて。

ぜひ「難色書」を発行して欲しい。

キャリアが光っている。

地元の反応は?

田読書…嵩諾謹窪嘉
の植え付けを段取i)していくが、そのあたり

から本格的にかかわっていただこうと思っ

ている。特に、小学校の保護者と一緒にやっ

ていこうと考えている。

行政との取り組みをもっと動き震い。

物質的なもの(軽トラック)に助成金を使うのは、と

思っ左方、碑実な活動にめとるいき。

機能回復訓練を考えるならリハビノ学校3枝も書き

由 pR、販売ルートiこ工夫している点Iよ?

四豊驚
は持参し、紹介させていただけるときほ

ほか、取材依頼をして高知新調に載せて

いただいた。図書館や中学、高校に「前回は寄贈さ

せてもらったが、今回は予饗上大変厳しいため、

ぜひお買い上げいただきたい」と、案内を送った。

公立の学校への案内Iま、県教委と市教委のボック

スを使うといった、通信費をかけない営業努力を

した。

活動の目的がはっきりしていて参考になっ年。

蘭書の子ともきちが参加して作ることができ左の

がよい。

子ともの本離れにストップをかけ、陣屯楽しさをお

しえる素晴らしいこと。

襲頭



①中間発表会を何で知I)ましたか。

運営委員会からの案内(11)、ホームページ(l)、

センターだより「えぬぴぃOh !」 (1)、その他(2)

②期待度を100%とすると、今日の満足度は
何パーセントでしたか。

98%(1)

"2 %はもっと苦労話を聞きたかったこと

95%(1)

80%(7)

○ファンド助成先のN PO事業当事者として参加をして

いるので。

〃他団体の皆さんの発表があまりにすぼらしいので、私

のことは苦労に思ってしまうから。

鵜今後の活動に参考になる要素をいくつか学ぶことがで

きたので。

"前回よりは、なこんだ雰囲気になってきたように思える。

○少し時間不足の気かしました。

"発表者の方の思いなどがわかり充実した会でした。

"出演者が-生懸命だった。

70%(3)

○最後まで参加できなかったですが、プレゼンの殿膳で

はこのくらいです。

菓良きにつけ、悪しきにつけ、時間に厳しいので、語が

とぎれる場合がある。他団体の発表(資料も含めて)が

参考になる。良いところはマネよう=

60へ40%(1)

営発表団体の量と時間的制約との関連による本質が不明、

暖味なように思えた。

その他(1)

営まず、 3分のプレゼンでは十分に主張できていない。質

問事項は55枚もある。せめて2分でも延長すれば補足説

明は少なくてすむ。

6

㊧

③参加されたあなたの立場をお教えください。

発表者(6)、発表団体の一員として(3)、

まちづくりに関心のある一市民として(4)、その他(1)

④あなたの年代を教えてください。

40才代(8)、 50才代(5)、 60才代(l)

⑤その他お気づさの点があればご請人ください。

○テーブルの並べ方など 前回と違っていて、発表するのに

イメージを作っていたので、とまどった。

"-人ひとりの発表の時間を細かく制限してくれていたので、

スムーズに流れていくことができたと患います。質問する方

も答える方も手短かにわかりやすく話す練習にもなったので

はないでしょうか。

○中間発表会なのに最終報告を聞いているような気のする団

体もいたように思いました。

"1回限りの資金から、来年、再来年とどうつないでいくの

か考えて行かなくてはいけませんね。横の繋がりがあんまり

ないのですね。

○今日初めて偶然視界に入り込んだ主題のために参加させて

もらったのですか、サポートセンターのお世話により学ばせ

て頂いたことに感謝します。

○あまり形式にこだわると内容が流れ、重大な認識が薄れる。

■勉強になりました。ありがとうございました。

○お疲れ標でした。

○前回の審査会をふまえ、席の配電や運営方法に工夫が見ら

れました。ひとつひとつ良くなっていると思います。運営委

員の皆さん、市民活動サポートセンターの皆さん、市役所の

皆さん、おせ転機です。少し残念だったのは、一部団体の方が、

他団体の発表や質疑を聞かずにずっと自分たちで話をしてい

たことと、必要以上に対立する話し方をしていた人がいたこと。

お互い気をつけて、市民としてのマナーも向上していきたい

と思います。

○平田団地は良かった。

○いろいろな立場の方々が、それぞれの立場から地域社会を

住みやすい住みたい町にしようと創意工夫されていることに

優しさと元気をもらえました。

だれでも気軽に集える素敵なカフェ

「まちづくり十〇クCafe」をご露U?

高知市市民活動サポートセンターでは、毎月1回「まちづくりトークCafe」

を開催しています。このCafeは誰でも自由に参加できるカフェ風のサロン。

Cafeのメニュー(つまりテーマ)は、誰もが提案できるシステムです。参加費

はもちろん無料= 飲み物とお茶菓子を囲みながら、和やかな雰囲気で、楽し

く気軽に語I)合ってみませんか。

ここの,○○"」
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そういうことだったんだ

ひとりから始める 自分・まち育て

2月29日(日)、地域におけるまちづくり活動

の第一歩を考える講座が高知市の主催で行われま

した。講師は「NPOまちの縁側育み隊」 (名古屋市)

の理事長で、住まい方やまちづくりを通して、地

域コミュニケーションの大切さをソフトな語り口

で啓発している延藤安弘さんです。

2台のプロジェクターを見事に操Iつ、スライド

ショーならぬ「幻燈会」で、 「高齢者がこんなにさ

びしいところにおったらアカン」のつぶやきから

始まった`’縁側サミット’’ (鈴鹿市)の事例や、 “ま

人も育ち、自己も育ち、周りも育ち、

まちも育っていく“まちづくIナ’

Iしなやかな発想で、お金を使わんでも、自分た

ちのまちのタカラを発見し、磨き統ける。ものを

つくることがまちづくI)ではなくて、人と人の間

が切れ切れになっているのを連携することがまち

づくりである。人の豊かなはぐくみと、まちの豊

かなはぐくみが人も育ち、自己も育ち、周りもま

ちも育っていく。それがこれからの目指したいま

ちづくIつの姿ではなかううか。

まちづくIつは大きなものをつくったi)、自治体

や専門家から何か提起されるのではなくて、一人

ひとりの心の中に個性ある「こんな生き方したい」

「こんなまちにしたい」という、ひとIつから、 ``私’’

から始める ``私発’’の思いが創造的まちづくりの

原点・源泉ではなかううか。しかも、それらがば

らばらではなくて、お互いに-緒にやっていると

ー
看

ちのタカラさがし’’から住民提案の博物館「絵金蔵」

実現へと``まち害で’真っ最中の高知県赤岡町の

事例など全国の``まち菅で’の事例とその考え

る視点を紹介していただきました。

今日、いろんな場面で使われるようになってい

る“まちづくiナ’ということばですか延藤さん

は結果として建物などのモノができるようになっ

たとしても、目指したい、大切にしたい ``まちづ

くiナ’について、次のように語りかけています。

くつ○

国 軍 国別昌

けんかもするけれども、けんかもエネルギーにし

なから、一人ひとIつのカが、 1十1+1が3では

なくて、 4にも5にも10にも、 30にもなっていく。

違うカを寄せ集め、お互い汗をかきながら、楽し

み合いながら、 ``私発’’から `協働’’の過程をふむ

中で、まちづくりの出会いがあi)、元気をなくし

ている地域に「お互い元気に生きよう」という``元

気’’。そんな一人ひとりが元気になる、まちか元気

になる、その元気がまちづくりではなかううか。

``私発協働(しはつきょうどう)’’というのはと

の地域にあっても、どんなテーマであっても、こ

れから目指したい重要な考え方の基本で、 -人か

ら始まる自由なる活動のベース、振る舞いで、こ

れから、総合的なまちづくりができるのではなか

ううか。,

各地域から来られた約80名の皆様からは、 「人と人との出会いを大切にし、いい物を残し、いかに活用するかが大切

だと教えてもらった」 「自主防災や高齢者の方の安否の確認を検討していきたい」 「-人ひとりが声を掛け合って協力す

れば-歩進むし、なんとかなると感じた」 「横のつながりを作って、自分の知っていることを伝えたいし、他の人も活

かす方向へ行くための行動をしたい」なとら`●私議協働’’の思いを強くされた感想をいただきました。

(文責:中平 多香子〉
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中間発表を終えて

メ重き妻教義 卯月盛夫

本
日
は
第
1
回
の
中
間
発

表
で
す
か
ら
、
こ
の
制
度
が

で
き
て
か
ら
、
ま
だ
半
年
し

か
た
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
半
年
で
こ
れ
だ
け

の
成
果
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

大
変
な
驚
き
で
す
。

さ
て
感
想
で
す
が
、
「
目

に
見
え
る
成
果
」

が
い
く
つ

か
あ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
す
。
1
つ
目
は
、
「
炭
焼
き
小
屋
」

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
準
備
活
動
を
し
て
き
て
、

最
後
の
と
こ
ろ
で
こ
の
フ
ァ
ン
ド
の
資
金
を
使
っ
た
と
い
う
、

非
常
に
タ
イ
ム
リ
ー
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
も
う
建
物
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
す
で
に
何
回
か
イ
ベ
ン

ト
も
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
大
変
驚
き
ま
し
た
。

佐
竹
さ
ん
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
あ
の
炭
焼
き
小
屋
は

み
ん
な
の
も
の
だ
」

と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
あ
の
炭
焼
き
小

屋
を
お
借
り
し
て
、
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー

プ
が
活
動
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
を
市
民
が

最
初
に
つ
く
っ
た
拠
点
と
し
て
、
是
非
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

目
に
見
え
る
成
果
の
2
つ
目
は
、
「
よ
ん
ど
く
時
」

で
す
。
こ

れ
も
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
か
ら
ず
っ
と
活
動
を
し
て
き
て
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
こ
の
フ
ァ
ン
ド
に
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
本
の
後
ろ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
「
こ

の
事
業
は
、
公
益
信
託
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
の
助
成
を
受
け

て
い
ま
す
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
普
及
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
本
の
中
身
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ

ン
ド
も
ま
た
普
及
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
も
、
こ
れ
は
目
に
見
え
る
大
き
な
成
果
で
す
。

目
に
見
え
る
成
果
の
3
つ
目
は
、
「
ト
ラ
ッ
ク
」

で
す
。
こ
う

い
う
の
も
実
は
高
知
ス
タ
イ
ル
な
ん
だ
な
、
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
「
炭
焼
き
小
屋
」

も

「
ト
ラ
ッ
ク
」

も
、
市
民
み
ん

な
の
も
の
だ
と
思
い
ま
し
ょ
う
!

他
の
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ル

ー
プ
も

「
ち
ょ
っ
と
貸
し
て
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
、
使
っ
て

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
あ
の

ト
ラ
ッ
ク
の
ボ
デ
ィ
に
も

「
公
益
信
託
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

の
助
成
で
買
い
ま
し
た
」

と
一
行
書
い
て
お
い
て
い
た
だ
く
と
、

宣
伝
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
、
炭
焼
き
小
屋
の
入
り
口

に
も
是
非
、
書
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
予
想
外
に
成
果
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

幾
つ
か
報
告
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
平
田
団
地
の
グ
ル
ー
プ
が
寄

付
を
集
め
た
と
き
に
予
想
外
に
集
ま
っ
た
と
か
、
「
よ
ん
と
く
け
」

の
グ
ル
ー
プ
で
再
編
集
す
る
と
き
に
、
子
と
も
た
ち
か
ら
3
倍

の
原
稿
が
集
ま
っ
た
と
か
。
ト
マ
ト
の
会
も
予
想
外
の
成
果
で
、

…
%
が
満
足
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
当
は
、
予
想
外
じ

ゃ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
は
本
当
に
う
れ
し
い

話
で
す
。
特
に
ト
マ
ト
の
グ
ル
ー
プ
は
、
5
万
円
と
い
う
わ
ず

か
な
助
成
金
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
け
が
え
の
な
い
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
輪
が
広
が
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
聞
い
て
い
て
大

変
う
ね
し
か
っ
た
で
す
。

と
は
い
え
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
報
告
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

最
大
の
課
題
は
、
な
か
な
か
広
報
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
人
が

集
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
れ
と
は
全
く

逆
に
、
こ
う
や
っ
た
ら
う
ま
く
い
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
の

で
、
今
後
是
非
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

P
R
と
い
う
こ
と
で
は
、
「
ハ
ー
ト
・
リ
ン
ク
」

が
持
っ
て
い

る
ス
キ
ル
に
期
待
を
し
た
い
で
す
。
広
報
と
交
流
と
い
う
視
点

か
ら
、
こ
の
フ
ァ
ン
ド
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
の
基
盤
づ
く
り
を

少
し
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
ら
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
輪
が
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
本
日
の
中
間
発
表
は
ま
さ
に
、
最

先
端
の
ま
ち
づ
く
り
の
勉
強
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
匹
敵
す
る

も
の
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

まち三豊誓お膳複?事を_†
最終発表会"公開審査会はどなたでも参加

することができます。助成を受けた団体面や

関心のある方の交流の場としていきたいと思

います。お気軽にご参加ください。

場所は軍畑市たかじょう青書6輸大会後書

籍2国庫糊織田布抑16年4月27目(火〉-

禦2回龍関 職16年5月25目(火)

6訂9。 (土,

籍1回最綻発表会 抑16年7月31日(±)

築2回公開縫会 抑16年8月1白く日)

高知市民全霊」が担っ

ており、ボランティア

や市民活動に関する構々

な相談や備報の提供、

活動に必婁な機器の利

用や貸し出しにも応じ

ています。伸筋を広げ

たl)、活動のお知らせ

をする掲示板や団体が

利用できるメールボッ

クスもあiつまず。活動

の参考になる露座等も

開催しておりますので、

お気軽にご活用くださ

い。

高知市が市民に利用し

てもらい、市民活動の

輪を広げようと平成

11年4月に投書した

施設です。運営を特定

非営利活動法人「NPO

関田堅固頴閏議題憲
発 行 高知市布民活動サポートセンター

〒780-0862 高知市鷹匠町2丁目1-43 高知市たかじょう庁舎2階

TEL:088-820-1540 FAX:088-820-1665

請書嵩高霊嵩∴ 重雄..-‡諜鶉

漢

書ちづくりブタン書は〇 、.

0機がまさっくり活動を

憂標する仕組弗です。

まさっくりファンドの創股に当た

I〕、高知市から出掲(しゆつえん)

された3,000万円は、毎年取り

焦しながら的成していくことにな

ります。少しでも永くまきづくり

ファンドが市民のまきづくり活動

に活かせられるように、多くの富

強のご寄付をお願いいたします。

蝶式会社四国銀行

重篤統括部 信観担当

〒 780-8605

高知市商Iよiつまや町1丁目1-1

重電:088-823-21 11 〈代表〉

088-871 -2178 (直通〉

FAX : 088-824-0431
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